
 

 

 

令和４年度「ひろしまユニコーン 10」プロジェクトにおける取組状況について 

 

１ 要旨 

令和４年３月から開始した「ひろしまユニコーン 10」プロジェクト（以下、「本プロジェクト」とい

う。）の昨年度の主な取組について報告する。 

 

２ 「ひろしまユニコーン 10」プロジェクトの体制 

区分 内容 担当 

重点領域 ＤＸ領域（ひろしまサンドボックス） 地域産業デジタル化推進担当 

重点分野 

環境・エネルギー/カーボンリサイクル 

分野 

環境エネルギー産業集積促進担当 

健康・医療関連分野 医工連携推進担当 

その他一般 ビジネス環境を整えるための支援 イノベーション環境整備担当 他 

 

３ 令和４年度の主な取組について 

 （１）企業のニーズや成長段階に沿ったアクセラレーションプログラムの提供 

  ○「ひろしまユニコーン 10」スタートアップアクセラレーション（R4.11～R5.3） 

広島から急成長を志すスタートアップ企業等を対象としたアクセラレーションプログラムによ

り、採択企業 12社を４か月間個社ごとに伴走支援し、３回のプレゼンテーションイベント（ベン

チャーキャピタル（以下、「ＶＣ」という。）や事業会社に向けたピッチイベント及び成果発表会）

を開催することで、イベントに参加した延べ 800名以上のＶＣや事業会社等に、本プロジェクトの

活動及び広島から挑戦する企業の取組について情報発信し、本プロジェクトを中心としたエコシス

テムの形成と拡大を図った。 

日時・場所・イベント名 参加者 参加者の内訳 

令和５年２月２日(木) CICTokyo（東京都港区） 

「ひろしまユニコーン 10」スタートアップア

クセラレーションピッチナイト 

約 500名 

※ 

ＶＣ等 39名、その他スタートアップ、

事業会社、行政関係者などが参加 

令和５年２月 16日(木) Hiromalab（広島市） 

「ひろしまユニコーン 10」オープンイノベー

ションピッチ 

169名 

事業会社 83名、ＶＣ等 16名、その他

スタートアップ支援機関などが参加 

令和５年３月９日(木) Hiromalab（広島市） 

「ひろしまユニコーン 10」成果発表会 
167名 

事業会社 57 名、その他ＶＣ等、スタ

ートアップ、行政関係者などが参加 

合計 836名  

※開催場所であるＣＩＣＴｏｋｙｏの施設入居者や、同時開催イベントの参加者 400名を含む。 

 

  ○「ひろしま グローバル ユニコーン インキュベーター」（R4.10～R5.2） 

国の財源をもとに、スタートアップ・エコシステム拠点都市の強化を目的として、JETRO 広島

と本県が共催した海外展開支援プログラムにより、採択企業 13社に対して集合研修・個社メンタ

リング・英語によるプレゼンテーション練習などを通じた企業の海外市場展開を支援した。その中

からさらに選ばれた５社が、２月にスタートアップ・エコシステムの本拠地ボストンに赴き、企業

や現地のＶＣ、スタートアップ向け入居施設などを訪問し、そこで現地企業等と交流した。なお、

一部企業は帰国後もミーティングを継続している。 
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 （２）県内外に対する本プロジェクトの情報発信 

  ○日本最大級のスタートアップ集積施設ＣＩＣＴｏｋｙｏに拠点開設（R4.4～） 

首都圏における本県のスタートアップ支援の取組及び県内企業の認知向上のため、令和４年 

４月から利用を開始し、開催イベントに７回参加（うち、４回は本県主催）、首都圏における本プロ

ジェクトの情報発信や、県内企業の紹介を目的とした首都圏のＶＣ、事業会社等との交流の場とし

て活用した。 

 

○メディア掲載を通じた認知拡大 

本プロジェクトの活動やイベント等について、メディアへの資料提供などを通じて周知した 

結果、新聞やネットメディアにより 12回の記事掲載があった。その他、ラジオ番組への出演や、 

タイアップ記事の掲載も実施した。  

 

  「ひろしまユニコーン 10」プロジェクトについての記事一覧 

掲載日 媒体 記事タイトル 

R4.11.3 広島経済レポート ジェトロ広島と県ユニコーン創出へ 13社採択 

R4.11.10 日本経済新聞 自治体の東京拠点、シェアオフィスに 

企業と連携図る 

R4.12.1 広島経済レポート ユニコーン 10社創出へ 県が 12社採択し本格始動 

R4.12.12 中国新聞 世界規模の成長企業誕生へ後押し、12社を選定 

広島県「ユニコーン 10」プロジェクト 

R5.1.1 日刊工業新聞 新たな挑戦「ひろしまユニコーン 10」プロジェクト 

R5.1.19 中国新聞 新興企業支援 都内から 

R5.1.30 中国新聞 広島県経済の活性化に向けて  

スタートアップを一体支援 

R5.2.9 広島経済レポート ユニコーン 10社創出へイノベーションピッチ 

R5.2.12 BRIDGE 広島県の 10年間でユニコ―ン 10社創出プロジェクト、アク

セラレータ第一期選出の 12社がピッチ 

R5.2.18 中国新聞 育てユニコーン級企業 

広島県が後押しベンチャー事業発表 

R5.4.6 広島経済レポート 10年で時価総額 10億ドル 10社 海外展開視野に育成へ（巻

頭特集ひろしまユニコーン 10プロジェクト） 

R5.4.26 ASCII STARTUP 広島からユニコーン創出へ グローバル目指すスタートアップ

５社の実証実験の成果 

 

４ 令和４年度予算 

  ・「ひろしまユニコーン 10」スタートアップアクセラレーション （39,520千円） 

  ・「ひろしま グローバル ユニコーン インキュベーター」  （JETRO広島の財源で実施） 

 

５ 今後の取組の方向性 

引き続き、企業のニーズや成長段階に沿ったアクセラレーションプログラムの開催や、県内各地で

本プロジェクトに関連するイベントを開催するなどにより、挑戦心を持った企業の掘り起こし、広島で

ビジネスしやすい環境整備に努めていく。 

また、今年４月に中国経産局等が設立したスタートアップ企業の育成支援プログラム「J-Startup 

WEST」などとも連携し、地域で一体的に挑戦する企業の後押しを行っていく。 
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